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絶対偏差比最小化問題の解法  
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ない。まず、この問題に新たな変数封0＝1／タ（∬）を導  

入して問題（1）を  

1 はじめに  

ポートフォリオ理論において、最大予測可能性を持つ  

ポートフォリオを構築するモデルが、LoandMacKin－  

1ay【3】によって提案されている。それは2つの分散の比  

を最大化する問題として定式化される。ところがこの  

問題は、目的関数が非凹型関数になるため標準的な方  

法を用いることはできない。   

そこでGotohandKonno【2］は、低ランク非凸型2次  

計画問題の解法を利用した解法を提案しているが、こ  

の方法を用いても実用的な規模の問題を解くことは困  

難であった。   

その一方で、リスク指標を分散ではなく、絶対偏差  

に置き替えても予測可能性の高いポートフォリオが得  

られるものと予想される。また絶対偏差は、線形式に  

書き直すことができるため、計算も容易である可能性  

が高い。   

本論文では、リスク指標として、絶対偏差を用いた  

絶対偏差比最小化問題を考え、2種類の解法を提案す  

る。1つは、問題の構造を利用した分枝限定法で、もう  

一つは0－1整数計画法を用いた解法である。この2つ  

の解法を用いて、実用的な規模を実用的な時間で解け  

ることを確認する。  

2 定式化   

以下では  
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と置き、この2つの関数の比の最小化問題  
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と変形する。さらに、変数訂＝∬yoを導入すると、問  

題（2）は  
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と等価である。   

ここで、絶対偏差の部分を線形に変形するために、新  

たな変数恥γtふりtを導入し、式を変形すると問題（3）  

は以下のようになる。  
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最小化  

以下では、この間琴を解くための分枝限定法を用い  

た解法と0－1整数計画法を用いた解法を示す。  

（1）0－1整数計画法   

qt∈（0，1），f＝1，2，‥．，rを導入し、問題（4）を  

以下の0－1整数計画問題として定式化する。  
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を考える。この間題は、J（諾），タ（諾）ともに凸関数なので  

Dinkelbachのパラメトリック解法を用いることはでき  
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r  0－1整数計画法  分枝限定法   

6   0   0   

12   3   20（0）   

18   98   1070（2）   

22   1094   3164（29）   

30   34224  
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表1：計算時間（秒） m＝100  

（5）   r  0－1整数計画法  分枝限定法   

6   0   0   

12   4   20（0）   

18   170   1481（1）   

24   5767  

表2：計算時間（秒） 几＝200  

分枝限定法の計算時間の（）内の数字は、最適解が  

求めるまでの時間を表す。  

4 考察と結果  
・0－1整数計画法と分枝限定法では、前者のほうが大  

きな問題を解くことが可能である。これは、分枝限定  

法によるアルゴリズムを用いた場合、途中の多大な数  

の解を保存しなくてはならず、計算機のメモリを多く  

使用することが原因と思われる。  

・計算時間に関しては、0－1整数計画法の方が早く解  

けていることがわかる。しかし、分枝限定法のアルゴ  

リズムを用いて計算したものは、ほとんどの場合0－1整  

数計画法を用いたものより早い段階で最適解を見出し  

ている。  

．当日の発表では、これらを含めた詳細な実験結果を  

報告する。  
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（2）分枝限定法   

問題（4）は、■相補性条件如t＝0が問題を困難にし  

ている。しかし、この条件を外せば線形計画問題にな  

る。そこで、この線形計画問題を子問題とする分枝限  

定法のアルゴリズムを提案する。  

＜分枝限定法のアルゴリズム＞  

00r＝（Q。），J．＝＋∞，耳＝一∞とする。  

lO r＝（¢）なら終了。そうでないときは20へ。  

20最も小さいJJに対して（の∈rを選び、r＝   

r＼（（Qり）とする。  
30jγJ－JJ＜どならば60へ。そうでないときは、40  

へ。  

40J＞Jならば50へ。そうでないときは、J＝J，   

耳＝ダとしてメモ≦β＋eであるすべての子問題   

（Qt）を削除して10へ。  

50J∠≦′＋どならば10へ。そうでないときは、60へ。  

60幼主＞0となるtに対して、条件（∈壬＝00叩圭＝0）   

を加えた2つの子問題（Qけ1），（Q杵2）を生成する。   

（Qけ1），（Qけ2）を解き、実行不可能だった場合、10   

へ。そうでない場合、上界値ダ、下界値 

r＝rU（Qり1，Qけ2）として、10へ。  

3 計算機実験   
この問題をCPLEX8．1を用いて計算した結果につい  

て説明する。用いたデータは、TOPIXの月次データを  

用いた。表1には、m＝100の時の計算時間を、表2に  

は、m＝200の時の計算時聞を示した。なお計算機環  

境は、CPUが2．8GHz、メモリが1024Mbyteである。  
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